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On the Moistwrizing of skin. 
一-The Unmarked role of Ceramide一











f主的の主要な機能は、 5つに分揺される(1 )保護被膜としての機能(保ifJ!と弾力性)、 (2)栄養













IfJ脂質はスフィンゴ!脂質を 50%と多i廷に含んでおり、 95%がセラミドで、 5%が糖脂質である。スク
アレン、 トリグリセリ iごなど皮Il旨総出来の脂質は含んで、いない (Chart1)。
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50 リン産主主主 0.5 
5 塩化物 6.0 






































































レ…ションには生体分子構造解析ソフトウエア MACROMODEL (ver 4.5)を}出、た。計算は本ソフト





















Fig.1 セラミドー水ーセラミド l!f~水筒形成半面ニモデJレ (by MACOMODEL4.5(MM3.bmin2K)) 
Fig.2 セラミドーノjく ω セラミ F {泉水府形成二hYjモデル (byMACOMODEし4.5(MM3.bmin5K))
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